
熱帯作物のキャッサバの成育や収量に重大な被害をもたらすキャッサバモザイク病の抵抗性系統

を効率的かつ高精度で判別できるDNAマーカー※を開発した。

概要

背景・効果・留意点

熱帯および亜熱帯地域で栽培されるキャッサバ (Manihot esculenta) は、乾物量ベースでは世

界で最も生産されているイモ類の作物であり、約8億人の主食用作物でもあることから、その安定

的な生産は世界の食料安全保障の面で極めて重要である。コナジラミが媒介するキャッサバモザ

イク病は、アフリカや東南アジアで最も深刻な作物病害の一つで、発生すると生産量が15～75％低

下する。この病気が栽培圃場に侵入すると、その防除は非常に困難であるが、適切な抵抗性品種を

栽培することにより、被害の予防と生産の安定化、そして農薬使用の必要性の低減が可能となる

（図１）。

今回、理化学研究所、ベトナム研究機関及び国際熱帯農業センター（CIAT）と連携して、キャッサ

バモザイク病に抵抗性を有する交配後代個体を効率よく選抜するDNAマーカーを開発した。本技

術により、本来は数年かかる圃場での目視選抜や病害接種試験の負担を軽減し、品種開発の効率

と精度が大幅に向上する（図２） 。この技術はアフリカや東南アジア等の現地研究機関が品種改良

にすぐに活用でき、今後は現地の育種研究機関への技術移転および連携強化を進める予定である。
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キャッサバモザイク病抵抗性系統育成の効率化と
キャッサバの安定生産に貢献するDNAマーカー

図1 キャッサバモザイク病抵抗性系統
キャッサバモザイク病が発生すると、通常系統は
葉の萎縮やモザイク症状が生じるが、抵抗性系統
ではこれらの病徴が見られない。

図2 DNAマーカーを用いた抵抗性系統の選抜
開発した本技術は、抵抗性に関与する遺伝的変異を識別する
分子生物学的手法である。
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通常系統 抵抗性系統

抵抗性個体

DNAマーカーに
よる効率的な選抜

多くの個体から抵抗性個体を
見つけ出すには、外観だけでは
判別できない為、時間と労力、
コストを要する。

早く・正確に・効率的に抵抗性
個体を選ぶことができ、コスト
や時間を大幅に削減できる。

罹病性系統 抵抗性系統X

交配

※ DNAマーカーを用いた技術により、病気への抵抗性など特定の性質に関係する遺伝子を、DNAの配列やサイズの違いを「目
印」として識別し、利用する。この目印をもとに、外観では分からない性質を持つ個体を選ぶことができる。
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交配後集団

系統１系統2

通常型
（罹病性）

変異型
（抵抗性）

172 bp

209 bp

DNAサイズ

系統2が抵抗性を有する
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